二〇一七年度 活動記録 by 富山文学の会
が
、
柱
や
梁
は
そ
の
ま
ま
で
、
源
之
助
が
村
の
若
者
た
ち
と
語
り
明
か
し
た
囲
炉
裏
も
か
つ
て
の
姿
を
残
し
て
い
る
。 
 
本
堂
天
上
に
は
色
鮮
や
か
な
宿
星
図
が
描
か
れ
て
い
た
り
、
回
廊
に
あ
る
閻
魔
堂
は
格
子
戸
の
中
に
牢
の
よ
う
な
地
獄
世
界
が
作
ら
れ
て
い
た
り
、
源
之
助
に
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
も
大
変
興
味
深
い
。
畠
山
住
職
に
寺
内
の
案
内
と
解
説
を
し
て
い
た
だ
い
た
。 
３
、
魚
津
歴
史
民
俗
博
物
館 
 
源
之
助
と
直
接
関
連
す
る
展
示
品
は
、
少
年
期
に
徒
弟
を
し
て
い
た
油
醤
油
問
屋
澤
田
家
第
八
代
当
主
と
な
る
澤
田
長
之
助
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
二
月
に
発
行
し
た
『
或
る
一
つ
の
星
の
導
く
も
の
―
横
山
源
之
助
の
業
績
と
生
涯
―
』（
横
山
源
之
助
顕
彰
会
）
に
資
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
ち
、
所
在
が
不
明
に
な
っ
て
い
た
も
の
が
二
〇
一
六
年
に
再
発
見
さ
れ
た
。
魚
津
町
史
編
纂
の
際
に
澤
田
家
が
提
供
し
た
資
料
の
綴
り
に
な
っ
て
お
り
明
治
期
の
魚
津
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。 
 
ま
た
、
明
治
期
魚
津
町
の
政
治
・
文
化
に
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
た
阿
波
加
脩
造
に
関
す
る
資
料
、
明
治
魚
津
町
の
富
裕
層
に
お
け
る
俳
諧
の
資
料
、
当
時
の
写
真
、
議
事
録
等
が
展
示
さ
れ
た
。 
 
阿
波
加
修
造
は
魚
津
文
庫
設
立
の
折
に
源
之
助
と
直
接
的
接
点
を
持
つ
。
源
之
助
の
内
妻
松
島
や
い
が
駆
け
落
ち
し
た
板
井
文
治
の
家
が
営
む
旅
館
の
写
真
、
源
之
助
の
実
父
と
推
定
さ
れ
る
網
元
の
関
わ
っ
た
会
社
の
合
資
会
社
の
看
板
の
展
示
も
さ
れ
て
い
た
。
源
之
助
が
生
き
た
当
時
の
貴
重
な
資
料
を
目
に
し
、
明
治
の
魚
津
に
思
い
を
は
せ
た
。 
  
文
学
散
歩
に
先
駆
け
て
、
午
前
中
に
魚
津
市
立
図
書
館
で
源
之
助
と
澤
田
六
郎
兵
衛
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
た
。
第
七
代
澤
田
六
郎
兵
衛
は
源
之
助
が
徒
弟
を
し
て
い
た
油
醤
油
問
屋
の
当
主
で
あ
り
、
源
之
助
に
様
々
な
影
響
を
与
え
、
長
期
に
わ
た
り
支
援
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
源
之
助
の
貴
重
な
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
澤
田
家
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
第
七
代
六
郎
兵
衛
の
曾
孫
に
あ
た
る
故
澤
田
昭
英
氏
に
は
源
之
助
の
実
像
を
探
る
う
え
で
多
く
の
助
言
と
資
料
提
供
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。 
 
千光寺心蓮坊 
心蓮坊内 「十八畳の広間」 
澤田長之助宛書簡 
研究会 （富商会館）
愛玩から鑑賞へ 林忠正の提言 木下晶 8名
公開読書会 （富山大学）
源氏鷄太『青空娘』を読む 近藤周吾 16名
読書会 （富山高専射水）
須山ユキヱ「延段」 萩野恭一/近藤周吾 7名
文学散歩
魚津文学散歩 黒﨑真美 8名
忘年会・打ち合わせ （割烹はら）
10名
研究会・打ち合わせ （富山大学）
「芥川龍之介の金沢訪問と室生犀星」 孫媛媛
研究大会
第9回研究大会
司会 金山克哉
研究発表 「高熱隧道」と「黒部の太陽」 高熊哲也
「音楽少年」から“詩人・堀田善衞” へ 野村剛
講演 『曇り日』のことなど ー堀田善衞生誕百年を迎えて 丸山珪一
第61回
第62回
富山文学の会　2017年度　活動報告
第56回
第57回
第58回
第59回
第60回
3/3（土）
4/19（水）
6/24（土）
8/19（土）
10/22（日）
12/20（水）
2018/2/27（火）
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